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等
に
準
じ
て
適
正
化
に
努
め
た
い
。

　

今
後
と
も
、
行
政
改
革
の
実
施
項
目
を
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
給
与
制
度
等
の

適
正
化
を
進
め
、
業
務
の
民
間
委
託
、
施
設

の
民
間
移
譲
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
、

民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て
前
倒
し
で
取
り

組
む
こ
と
で
、
引
き
続
き
人
件
費
等
の
削
減

に
努
め
た
い
。

●
琴
海
地
区
の
地
域
振
興
策

議
員	

福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
今
後
の
運
行

形
態
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

琴
海
地
区
の
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
は
、
合
併
協
定
に
基
づ
く
平
成
19
年
度

末
を
も
っ
て
終

了
す
る
が
、
高

齢
者
や
障
害
者

等
の
貴
重
な
交

通
手
段
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
か

わ
る
公
共
交
通

機
関
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
終
了
後
、
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
き
、

他
の
合
併
地
区
と
同
様
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
」
ま
た
は
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
で
の
運

行
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

運
行
内
容
に
つ
い
て
は
、
福
祉
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
ル
ー
ト
や
、
尾
戸
半
島
で
運
行
し
て

い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
勘
案
し
な

が
ら
、
現
在
の
利
用
状
況
や
地
元
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
の
運
行

を
目
指
し
て
検
討
し
て
お
り
、
現
在
、
バ
ス

事
業
者
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
も
具
体
的
な

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

●
教
育
行
政

議
員	

手
熊
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

設
置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
部
長	

手
熊
小
学
校
に
お
け
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
に
向
け
た
要
望
に
つ
い

て
は
、
未
設
置
校
区
の
解
消
と
い
う
点
か
ら

も
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
児
童
の
安
全
面
を
考
慮
し
て
、
学
校
の

教
室
等
を
利
用
し
て
開
設
で
き
な
い
か
に
つ

い
て
学
校
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
護

者
か
ら
は
、
開

設
場
所
と
し
て

手
熊
地
区
公
民

館
の
利
用
の
要

望
が
あ
っ
て
い

る
の
で
、
地
区

公
民
館
の
利
用

に
つ
い
て
も
並

行
し
て
検
討
し

て
い
る
。
本
来
、

地
区
公
民
館
は
、
地
域
住
民
に
広
く
供
す
る

た
め
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
制
度
上
、
児
童

ク
ラ
ブ
に
専
用
的
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
手
熊
小
学
校
区
に
お

け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る

の
で
、
来
年
度
開
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

議
員	

市
役
所
別
館
へ
の
障
害
者
用
駐
車
場

の
新
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

別
館
正
面
玄
関
前
の
障
害
者
用
駐
車

場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
敷
地
が
非
常
に
狭

い
上
、
国
道
及
び
交
差
点
に
面
し
交
通
量
が

多
く
、
ま
た
、
頻
繁
に
大
型
路
線
バ
ス
の
停

留
が
あ
る
た
め
、
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

別
館
の
地
下

駐
車
場
に
障
害

者
用
駐
車
場
を

設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、

地
下
駐
車
場
か

ら
福
祉
関
係
課

に
行
く
ま
で
の

通
路
や
ド
ア
が

車
椅
子
使
用
者

等
を
配
慮
し
た

設
計
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
大
幅
な
改
修

工
事
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
、
障
害
者
用
駐

車
場
設
置
基
準
か
ら
す
る
と
、
現
在
利
用
し

て
い
る
公
用
車
駐
車
場
の
数
台
分
の
移
動
が

必
要
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
が
、
別
館
で

用
事
を
済
ま
さ
れ
る
障
害
者
等
の
専
用
駐
車

場
の
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

し
て
い
る
の
で
、
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

●
住
宅
行
政

議
員	

木
造
住
宅
に
お
け
る
中
間
検
査
の
実

施
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

木
造
住
宅
の
中
間
検
査
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り
の

観
点
か
ら
必
要
性
の
高
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
本
年
７
月
、
長
崎
県
、
長
崎
市
、
佐

世
保
市
、
平
戸
市
な
ど
で
組
織
す
る
県
内
特

定
行
政
庁
会
議
に
お
い
て
同
検
査
の
実
施
を

提
案
し
た
。

　

同
会
議
で
は
、
協
議
の
結
果
、
木
造
住
宅

の
中
間
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
県
内
統
一
し
て
取
り
組
む
こ

と
、
今
後
も
細
部
に
つ
い
て
協
議
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

同
検
査
の
実
施
に
際
し
て
は
、
建
築
主
な

ど
に
新
た
な
費
用
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
や
、

確
認
検
査
体
制
の
整
備
、
関
係
業
界
へ
の
周

知
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、

平
成
20
年
度
中
の
木
造
住
宅
の
中
間
検
査
の

義
務
付
け
及
び
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

●
交
通
行
政

議
員	

橋
梁
の
保
全
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

市
長	

本
市
に
お
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
平

成
21
年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
か
け
て
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
橋
の
長
さ
20
ｍ
以
上
の
94
の
道

路
橋
に
つ
い
て
、
主
要
な
路
線
か
ら
順
次
点

検
を
行
い
、
橋
梁
の
健
全
度
を
把
握
し
、
老

朽
化
が
顕
著
な
橋
梁
に
つ
い
て
、
修
繕
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
後
、

早
急
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
財
源
確
保
に

つ
い
て
国
・
県
へ
積
極
的
に
要
望
し
た
い
。

　

ま
た
、
橋
の
長
さ
20
ｍ
未
満
の
橋
梁
に
つ
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